
北九州市保健福祉局総務部
認知症支援・介護予防センター
地域活動コーディネーター 中村真理子
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北九州市の現状①

地域包括支援センター 24圏域

高齢者人口 284,531人

男 性 116,977人
女 性 167,554人

（高齢化率 29.6％）
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北九州市の現状②
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認知症支援・介護予防センターとは①
～ビジョンとミッション～

4

北九州市総合保健福祉センターの
５階です。

私たちは、いくつになってもこの街でその人らしく生き生
きと暮らせる地域づくりをサポートするため、人材の育成と
情報の収集・発信を通じて、介護予防と認知症支援に取り組
む個人・団体の活動を支援します。

（平成28年4月1日開設）



センターの運営や各種団体との連携に関することについて、

北九州市と５つの団体で連携協定を結び、認知症支援と介護

予防を推進しています。

認知症支援・介護予防センターとは②
～運営に関する連携協定～

（連携協定団体）
ＮＰＯ法人老いを支える北九州家族の会
認知症・草の根ネットワーク
公益社団法人北九州市医師会
一般社団法人北九州市歯科医師会
公益社団法人北九州市薬剤師会
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認知症支援・介護予防センターとは③
～貸館による団体活動の支援も実施～

研修室

活動ルーム

多目的ルーム
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北九州市オレンジプラン
※H27年3月策定・H30年3月改訂（ 計画期間～37年度、数値目標～32年度）

＜基本理念＞

市民一人ひとりが、認知症を正しく理解し、誰もが安心して暮らせる
『みんなで支え合うまち』

＜基本方針＞

１．市民一人ひとりが認知症のことを正しく理解する（ 普及・啓発）
２．認知症の人やその家族を支える体制を構築する（ 支援体制）
３．認知症の人やその家族の視点や意向を尊重する（ 意向尊重）

基
本
的
な
施
策
（
７
つ
の
柱
）

１ 認知症への理解を深め「やさしい地域づくり」の推進

２ 認知症の人の生活を支える医療・介護体制の構築

３ 認知症の人や家族を支える相談・支援体制の強化

４ 認知症予防の充実・強化

６ 地域・民間・行政が一体となった認知症対策の推進

７ 権利擁護・虐待防止対策の推進

５ 若年性認知症施策の強化
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本市の認知症対策の主な特長

①政令市初認知症対策専門部署の設置
〇平成26年4月～認知症対策室（本庁）

〇平成28年4月～認知症支援・介護予防センターの設置

②北九州市オレンジプラン策定
〇平成27年3月策定、平成30年3月改訂

③官民一体となった取組体制
○医療・介護・金融・交通機関・市民団体等様々な分野が集う

「北九州市オレンジ会議」の開催

○活発な民間の動き・・・「老いを支える北九州家族の会」

「認知症・草の根ネットワーク」
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平成5年10月 各区役所 「年長者相談コーナー」 設置
＜保健師とケースワーカーをペアで配置＞

平成6年 ４月 各区役所 「保健福祉センター」 設置
＜保健所と福祉事務所を統合＞

平成6年10月 市役所「保健福祉局」 設置
＜民生局と保健局を統合＞

平成18年4月 各区役所 「統括支援センター」 設置

市内24箇所「地域包括支援センター」 設置

北九州市の保健・福祉体制の変遷
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地域包括支援センターの特徴

◆行政保健師を配置し、地域と顔の見える関係

◆社会福祉士、主任介護支援専門員、予防給付担当

介護支援専門員

「北九州市高齢者支援と介護の質の向上推進会議」の

構成団体からの「出向」市嘱託員として配置

◆公正中立な仕組みづくり

◆いのちネット係長等、区役所関係部署との連携による

事例への迅速な対応

直営（官民協働）による設置・運営
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地域包括支援センターと統括支援センターの関係性

地域住民
ＮＰＯ・ボランティア

サービス事業者

ケアマネジャー

薬剤師会の薬局

民生委員・児童委員

（住民活動の拠点）

地
域
レ
ベ
ル

（市内24）

市
レ
ベ
ル 保健福祉局 連携 高齢者支援と介護の質の向上推進会議

区
レ
ベ
ル

統括支援センター
（区役所に設置）

推進協議会・包括ケア会議連携

福祉協力員

かかりつけ医

歯科医師会

支
援

支
援

相
談
・連
絡

支
援
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区と市（保健福祉局）の役割

地域福祉推進課 地域包括支援センターの設置、人員体制、管理運営

いのちをつなぐネットワーク事業

長寿社会対策課 介護保険以外の在宅サービス

権利擁護・虐待

認知症支援・介護予防

センター

総合的な認知症対策の推進

介護予防事業

健康推進課 健康づくりと国保とが連携した医療費適正化の取組み

介護保険課 被保険者の資格及び給付
要介護認定

地域医療課 在宅医療・介護の連携推進

高齢者・障害者相談コーナー（介護保険に関すること、高齢者や障害者のサービスに関すること）

健康相談コーナー（ 健康づくり、特定健診、検診、予防接種等）

保健福祉相談コーナー（ いのちをつなぐネットワーク 等）
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区（保健福祉課）

市（保健福祉局）



市民への対応窓口について①
～区役所の体制～

保健福祉課

いのちをつなぐネットワーク推進係

高齢者・障害者相談係

地域包括支援センター

地域保健係
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市民への対応窓口について②
～高齢者の相談窓口～

・高齢者の保健・医療・
福祉・介護に関する相談に応じ
る「総合相談窓口」です。

・保健師、社会福祉士、主任介
護支援専門員が在籍しています。
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市民への対応窓口について③
～障害のある人の相談窓口～

・障害福祉サービスの利用を含
め、さまざまな精神保健福祉相
談にも応じる相談窓口です。

・精神保健は、保健師や心理職
が担当しています。

高齢者・障害者相談係
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認知症地域支援推進員3名専従嘱託

役割分担

模擬訓練支援
(1か月の1/3は講演活動）

サロン・カフェ支援
全体統括

相談業務
東部・西部地区担当

（専門資格を持つ2名）（地域コミュニティ畑出身の私）
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2025年に向けての大目標は？
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北九州市における地域包括ケアシステム

認知症・介護予防
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いつまでも元気に暮らすために・・・

介護保険以外の支援のしくみを支えているのは地域の方、地域密着型事業所の方、NPO・・・



2025年に向けてのしくみの構築

しくみを支えている

地域の方や地域密着型

事業所の方に意欲をもって

向き合ってもらいたい。
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どうしたら、カフェやサロンが「いい居場所になる？」
とにかく作ろうで始めたけれど今が転換期！

模擬訓練はパフォーマンスじゃない！
現実のしくみも作っていきたい！
参加の層を少しずつ厚くするには？

地域・事業所のやる気を引き出そう！

ほめる！
感謝する！

直接会って
励ます！

頑張った成果を
形に残す！
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カフェは運営者がまず楽しもう！カフェの日はスタッフ6人配置。事業所のど真ん中。
お菓子は手作り。参加人数が少なくたって気持ちのいい「居場所」を提供し続ける！
「マルシェ」から「会話を楽しむ空間」に！ 居場所には出てくる弱っている人もいる
来れない人のところには2，3人の「お話し隊」が訪ねていこう！地域事業にお誘いを続ける

模擬訓練、初年度は役員だけの参加だった。福祉協力員対象に勉強会をするから
講師をしてね。小中学生の参加が「認知症サポーター養成講座」の受講につながった！
毎回運営リーダーを輪番制で町内会長が務める。みんなが模擬訓練に詳しくなる！
地域のベンチはどこにある？地域の死角はどこだろう？実際の場面で助けられるように
連絡方法を学ぼう！いろいろな角度から認知症を知ろう！今のうちに「お助け隊」を組織！



北九州市SOSネットワークパネル展

平成29年9月、10月

21

２つの冊子の作成
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北九州市SOSネットワークパネル展
～まちで見守りの輪が広がった～

平成30年3月

北九州発！
捜索模擬訓練の今

平成30年5月

初回模擬訓練：【平成２７年度】平成２７年１０月に実施

活動のきっかけ/なぜやろうと思ったのか？

・平成２０年、認知症サポーター養成講座を受講し認知症に対し意識が強まった。

・ 認知症と思われる人が、増えてきたから。

・ 認知症者の徘徊による事故防止をするため。

・ 認知症家族に寄り添えるような人になりたい。

活動の手法/どんなふうに模擬訓練やしくみづくりをしていますか？

・「認知症支援活動委員会」 を設立。

・ スローガン「 老いても安心して住めるまちたはら
・ ・ ・

」 を目標に５ヶ年計画（ Ｈ２８～３２） を

立て、模擬訓練に小・ 中学生や介護施設の人に参加を要請している。

・ 地域全体に認知症に対する意識を広げるために、研修会や講演会を行い模擬訓練を重ねてい

る。

活動の成果/やってよかったと思えた地域の変化

・住民の認知症に対する意識が高まった。

・ 訓練に参加して「 認知症は、人ごとではない！」 と口にする人が増えた。（ アンケートより）

・ 小・ 中学生が「 認知症サポーター養成講座」 を受講するようになった。

・ 訓練時に危険個所を把握できた。

・ 日頃から隣人同士の声かけの必要性が意識された。

課題/これから取り組んでいきたいと思うこと

・常日頃から、声かけがスムーズに出来るように、捜索範囲を広げての訓練。

・ 認知症の家族が、気軽に手を挙げられる、まちづくり。

・ 広報にて、アンケートの声（ 認知症は人ごとではない） を住民に知らせる。

・ 若年性認知症の早期発見・ 早期治療。

第３回認知症徘徊捜索模擬訓練の様子

SOSネットワーク交流会の資料として
今までに市内で実施した２４の事例を掲載

平成29年8月までの情報に基づき
19事例を掲載



推進員活動の方向性の記録として

平成３０年4月～

中
村

な
か
む
ら

真
理
子

ま

り

こ

松
岡

ま
つ
お
か

由
佳

ゆ

か

野
澤

の
ざ

わ

陽
子

よ

う

こ

門司・小倉北・小倉南担当

この春より活動させ
ていただきます。多くの
皆様と色々なお話がで
きればと思っておりま
す。アルトサックスを始
めたので昭和ムード歌
謡を演奏したいと思っ
ています。

平成２９年１２月より
勤務させていただいてお
ります。皆様との出会い、
ふれあいを楽しみに市内
各地に足を運びたいと思
います。パンが好物なの
で今年は美味しいパン屋
さん巡りをしたいです。

市民センターから転身
して早３回目の春。地域、
事業所の方々との出会い
が楽しみです。お気軽に声
をかけて下さいね。動物番
組を見る度にネコ飼いた
～いと思います。モフモフ
にあこがれる今日この頃。

八幡東・八幡西・戸畑・若松担当 全域/模擬訓練・サロン支援担当

発行：認知症支援・介護予防センター

北九州市小倉北区馬借一丁目７番１号

http://www.city.kitakyushu.lg.jp/page/ninkai-center/index.html
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つ な ぐ

タイムスVol.１
認知症地域支援推進員通信2018年４月１５日号 TEL０９３－５２２－８７６５

「
何
を
す
る
人
な
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
」
と

言
わ
れ
ま
す
。
認
知
症
の
方
へ
の
支
援
体
制
と
し

て
誕
生
し
た
「
私
た
ち
の
役
割
」
に
つ
い
て
少
し

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
も
し
自
分
が
認
知
症
に
な
っ
た
ら
、
こ
の
ま
ち
で
暮
ら
し
て
い
け
る

の
だ
ろ
う
か
？
」
と
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
以
前
は
認
知
症
に

な
る
と
「
ど
ん
ど
ん
症
状
が
悪
化
し
、
そ
の
先
の
人
生
は
真
っ
暗
」
と

捉
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
最
近
は
研
究
が
進
み
、
周
り
の
理
解
や
支
援
、

何
よ
り
も
「
社
会
」
と
の
つ
な
が
り
が
あ
れ
ば
、
よ
り
よ
く
暮
ら
せ
る

こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
急
ピ
ッ
チ
で
、
サ
ー
ビ
ス
や
支
援
者
も

増
え
て
き
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
「
ど
ん
な
し
く
み
や
支
援
が
あ
る
の

か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
」「
必
要
な
時
に
必
要
な
も
の
に
つ
な
が
ら
な

い
」
「
関
係
者
が
バ
ラ
バ
ラ
で
、
無
駄
や
無
理
が
多
い
」
と
い
う
よ
う

な
ミ
ス
マ
ッ
チ
も
起
き
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
①
地
域
の
人
や
取
組

み
を
バ
ラ
バ
ラ
の
ま
ま
で
な
く
、
「
つ
な
ぐ
」
②
認
知
症
の
人
へ
の
理

解
と
対
応
力
を
高
め
る
③
（
早
め
の
）
相
談
を
大
切
に
し
て
、
本
人
・

家
族
が
必
要
な
こ
と
に
つ
な
げ
る
流
れ
を
つ
く
る
と
い
う
役
割
を
担

う
も
の
と
し
て
誕
生
し
た
の
が
「
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
」
で
す
。

「
９５

万
人
が
生
活
す
る
大
都
市
で
、
た
っ
た
３
人
で
は
少
な
い
じ

ゃ
な
い
か
？
」
と
い
う
声
も
聞
こ
え
そ
う
で
す
が
、
専
任
で
配
置
さ
れ

て
い
る
市
町
村
は
希
少
で
す
。
医
療
機
関
や
、
各
区
に
配
置
さ
れ
て
い

る
「
地
域
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
国
の
名
称
で
は
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）」
と
も
密
に
連
絡
を
取
り
な
が
ら
、
で
き
る
限
り
現

場
に
出
向
い
て
、
で
き
る
こ
と
か
ら
活
動
を
積
み
上
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

【
中
村
】

※
参
考

平
成
２８

年
度
認
知
症
ケ
ア
セ
ミ
ナ
ー

永
田
久
美
子
氏

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
の
活
動
と
認
知
症
の
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

発行：認知症支援・介護予防センター

北九州市小倉北区馬借一丁目７番１号

http://www.city.kitakyushu.lg.jp/page/ninkai-center/index.html

ＴＳＵＮＡＧＵ
つ な ぐ

タイムスVol.２

認知症地域支援推進員通信2018年５月１５日号
TEL０９３－５２２－８７６５

同じ痛みを抱えているからこそ、自分の居場所になった！しくみを紹介するパンフ

レットは溢れているけれど、今すぐ必要な情報にうまくたどり着けない。交流会で

「ああ、それはね・・」と経験に裏打ちされた助言をもらえた！よかった！

一人で悩んでいないで、さあ、あなたも足を運んでみませんか。【中村】

★年６回（奇数月）１３－１５時
★認知症の方を介護している家族が集

まり、ともに励まし合い、認知症や介護
について学び合う場。

〇近い開催日程と会場
５月15日（火）ウエルとばた31・32室
（戸畑区汐井町１番６号）
７月18日（水）認知症支援・介護予防

センター研修室

★年６回（偶数月）１３－１５時
★若年性認知症の方を介護しているご

家族やご本人が対象

〇近い開催日程と会場

６月９日（土）門司生涯学習センター
（門司区栄町３番７号）

★相談電話：０１２０－１４２－７８６
★受付時間：火～土曜１０－１５時
（年末年始、祝祭日はお休みします）
★面接相談も受け付けています。

★偶数月の第２土曜日１０－１１：５０

★若年性認知症介護家族交流会会場・他
★６５歳以前に認知症の症状と思われた

ご本人とご家族が対象
★年会費２，５００円（会報購読料含む）

病気の進行とともに悩みも変化します。

経済面も含む介護の知恵を学んだり、何
より、アドバイスしあえる仲間がいます。

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

★毎月第２水曜日１１－１５時
★会場：ドルフィン

（八幡西区折尾1-13-2）折尾駅北口すぐ
★参加費：２００円（飲み物・お菓子代）

★どなたでもどうぞ！
認知症の方の介護相談コーナーも有

・八幡西支部は不定期につどいを開催
・門司支部第１水１０－１２時

於：門司生涯学習センター
・小倉支部新規に活動準備中

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
通
信

「
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｕ
タ
イ
ム
ス
」
毎
月
１
５
日
に
発
行

23

ご清聴ありがとうございました

24



中
村

な
か
む
ら

真
理
子

ま

り

こ

松
岡

ま
つ
お
か

由
佳

ゆ

か

野
澤

の
ざ

わ

陽
子

よ

う

こ

門司・小倉北・小倉南担当

この春より活動させ
ていただきます。多くの
皆様と色々なお話がで
きればと思っておりま
す。アルトサックスを始
めたので昭和ムード歌
謡を演奏したいと思っ
ています。

平成２９年１２月より
勤務させていただいてお
ります。皆様との出会い、
ふれあいを楽しみに市内
各地に足を運びたいと思
います。パンが好物なの
で今年は美味しいパン屋
さん巡りをしたいです。

市民センターから転身
して早３回目の春。地域、
事業所の方々との出会い
が楽しみです。お気軽に声
をかけて下さいね。動物番
組を見る度にネコ飼いた
～いと思います。モフモフ
にあこがれる今日この頃。

八幡東・八幡西・戸畑・若松担当 全域/模擬訓練・サロン支援担当

発行：認知症支援・介護予防センター

北九州市小倉北区馬借一丁目７番１号

TEL０９３－５２２－８７６５

http://www.city.kitakyushu.lg.jp/page/ninkai-center/index.html

ＴＳＵＮＡＧＵ
つ な ぐ

タイムスVol.１
認知症地域支援推進員通信2018年４月１５日号 TEL０９３－５２２－８７６５

「
何
を
す
る
人
な
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
」
と

言
わ
れ
ま
す
。
認
知
症
の
方
へ
の
支
援
体
制
と
し

て
誕
生
し
た
「
私
た
ち
の
役
割
」
に
つ
い
て
少
し

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
も
し
自
分
が
認
知
症
に
な
っ
た
ら
、
こ
の
ま
ち
で
暮
ら
し
て
い
け
る

の
だ
ろ
う
か
？
」
と
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
以
前
は
認
知
症
に

な
る
と
「
ど
ん
ど
ん
症
状
が
悪
化
し
、
そ
の
先
の
人
生
は
真
っ
暗
」
と

捉
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
最
近
は
研
究
が
進
み
、
周
り
の
理
解
や
支
援
、

何
よ
り
も
「
社
会
」
と
の
つ
な
が
り
が
あ
れ
ば
、
よ
り
よ
く
暮
ら
せ
る

こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
急
ピ
ッ
チ
で
、
サ
ー
ビ
ス
や
支
援
者
も

増
え
て
き
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
「
ど
ん
な
し
く
み
や
支
援
が
あ
る
の

か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
「
必
要
な
時
に
必
要
な
も
の
に
つ
な
が
ら
な

い
」
「
関
係
者
が
バ
ラ
バ
ラ
で
、
無
駄
や
無
理
が
多
い
」
と
い
う
よ
う

な
ミ
ス
マ
ッ
チ
も
起
き
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
①
地
域
の
人
や
取
組

み
を
バ
ラ
バ
ラ
の
ま
ま
で
な
く
、
「
つ
な
ぐ
」
②
認
知
症
の
人
へ
の
理

解
と
対
応
力
を
高
め
る
③
（
早
め
の
）
相
談
を
大
切
に
し
て
、
本
人
・

家
族
が
必
要
な
こ
と
に
つ
な
げ
る
流
れ
を
つ
く
る
と
い
う
役
割
を
担

う
も
の
と
し
て
誕
生
し
た
の
が
「
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
」
で
す
。

「
９５

万
人
が
生
活
す
る
大
都
市
で
、
た
っ
た
３
人
で
は
少
な
い
じ

ゃ
な
い
か
？
」
と
い
う
声
も
聞
こ
え
そ
う
で
す
が
、
専
任
で
配
置
さ
れ

て
い
る
市
町
村
は
希
少
で
す
。
医
療
機
関
や
、
各
区
に
配
置
さ
れ
て
い

る
「
地
域
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
国
の
名
称
で
は
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
」
と
も
密
に
連
絡
を
取
り
な
が
ら
、
で
き
る
限
り
現

場
に
出
向
い
て
、
で
き
る
こ
と
か
ら
活
動
を
積
み
上
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

【
中
村
】

※
参
考

平
成
２８

年
度
認
知
症
ケ
ア
セ
ミ
ナ
ー

永
田
久
美
子
氏

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
の
活
動
と
認
知
症
の
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り



当
セ
ン
タ
ー
５
階
の
「
カ
フ
ェ
・
オ
レ
ン
ジ
」
内
の
一
角
に
「
認
知

症
」
に
関
す
る
図
書
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

書
籍
の
種
類
は
「
認
知
症
の
予
防
」
、
「
認
知
症
を
理
解
す

る
」
、
「
認
知
症
の
本
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
、
「
介
護
記
録
」
等

多
種
に
渡
り
ま
す
。

カ
フ
ェ
・
オ
レ
ン
ジ
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
高
齢
者
の
方
か
ら

お
子
様
連
れ
の
お
母
さ
ん
、
学
生
さ
ん
、
介
護
事
業
所
の
関
係

者
の
方
等
様
々
で
す
が
、
絵
本
の
よ
う
に
短
く
て
読
み
や
す
い
も

の
か
ら
、
よ
り
専
門
的
な
内
容
の
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
「
あ
、

こ
れ
は
興
味
深
い
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
一
冊
に
出
会
え
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
も
少
し
ず
つ
書
籍
を
増
や

し
て
い
く
予
定
で
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

残
念
な
が
ら
書
籍
の
貸
出
し
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
カ
フ
ェ
で

過
ご
さ
れ
る
間
に
ゆ
っ
く
り
と
目
を
通
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
皆
さ
ま
か
ら
読
書
後
の
感
想
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
カ
フ
ェ
・
オ
レ
ン
ジ
ま
で

足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

【
松
岡
】

書籍は項目別に

分類しています

おすすめの本コーナー

過
日
、
福
岡
県
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
協
議
会
の

研
修
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
あ

り
ま
し
た
。
事
例
発
表
の
中
で
２
例
が
、
認
知

症
捜
索
の
模
擬
訓
練
に
地
域
が
取
り
組
む
き

っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、
運
営
推
進
会
議
で
出

た
話
題
だ
っ
た
と
い
う
お
話
で
し
た
。
運
営
推

進
会
議
は
、
本
来
事
業
所
の
運
営
の
様
子
を

伝
え
る
場
で
す
が
、
そ
の
こ
と
に
終
始
せ
ず
、

参
加
し
て
い
る
地
域
の
役
員
さ
ん
や
民
生
委

員
さ
ん
が
、
ふ
と
漏
ら
し
た
地
域
の
「
高
齢

化
」
や
「
安
心
・
安
全
」
へ
の
心
配
を
し
っ
か
り

受
け
止
め
る
！
素
晴
ら
し
い
連
携
だ
と
思
い

ま
し
た
。

地
域
は
常
に
多
種
多
彩
な
こ
と
に
取
り
組

ん
で
い
る
半
面
、
支
え
手
の
人
数
は
決
し
て
多

く
は
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
な
が
ら
ひ

た
走
っ
て
い
ま
す
。
運
営
推
進
会
議
で
の
聞
き

取
り
と
「
一
緒
に
や
り
ま
せ
ん
か
？
」
の
一
言

で
新
た
に
模
擬
訓
練
に
取
り
組
め
る
地
域
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
会
議
と
い
う
枠
に
と

ら
わ
れ
ず
に
地
域
と
よ
り
近
い
関
係
性
を
構

築
す
る
場
と
し
て
、
事
業
所
の
皆
さ
ん
の
運

営
推
進
会
議
が
機
能
し
て
い
く
と
い
い
な
と

し
み
じ
み
思
い
ま
し
た
。

【
中
村
】

SOS ネットワーク交流会
◇5月 26 日（土）13：30～16：00

◇於：総合保健福祉センター

（アシスト 21）２階講堂

◇模擬訓練を実施した地域・事業所、

これからやってみようとお考えの方々

にお集まりいただき、知恵や成果を共

有します。

コ
ラ
ム
の
タ
イ
ト
ル
何
に
し
よ
う
？
今
回
は
回

文
で
い
こ
う
と
決
め
、
最
後
ま
で
候
補
に
残
っ
た

の
が
、
こ
の
「
ゆ
の
み
の
ゆ
」
と
「
ひ
る
め
し
の
た
の

し
め
る
ひ
」
。
な
か
な
か
回
文
は
趣
が
あ
る
。
湯

呑
み
と
い
う
器
に
合
わ
せ
て
如
何
様
に
も
形
を

変
え
、
や
さ
し
く
喉
を
潤
す
「
ゆ
の
み
の
ゆ
」
で
あ

り
た
い
。
そ
ん
な
想
い
を
込
め
た
。
こ
れ
か
ら
初

夏
に
向
か
う
梅
雨
前
の
短
い
晴
天
の
時
は
、
一

年
の
う
ち
で
最
も
好
き
な
季
節
。
木
々
の
緑
が

日
の
光
を
一
杯
浴
び
て
色
濃
く
な
る
。
希
望
も

期
待
も
降
り
注
ぐ
よ
う
。
さ
あ
、
出
か
け
よ

う
！

（
な
）

平成30年度

参加申込は
TEL（ ０９３）
522-8765
（ 中村・ 角田）

まで



発行：認知症支援・介護予防センター

北九州市小倉北区馬借一丁目７番１号

http://www.city.kitakyushu.lg.jp/page/ninkai-center/index.html
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認知症地域支援推進員通信2018年５月１５日号
TEL０９３－５２２－８７６５TEL０９３－５２２－８７６５

同じ痛みを抱えているからこそ、自分の居場所になった！しくみを紹介するパンフ

レットは溢れているけれど、今すぐ必要な情報にうまくたどり着けない。交流会で

「ああ、それはね・・」と経験に裏打ちされた助言をもらえた！よかった！

一人で悩んでいないで、さあ、あなたも足を運んでみませんか。【中村】

★年６回（奇数月）１３－１５時

★認知症の方を介護している家族が集

まり、ともに励まし合い、認知症や介護

について学び合う場。

〇近い開催日程と会場

５月15日（火）ウエルとばた31・32室

（戸畑区汐井町１番６号）

７月18日（水）認知症支援・介護予防

センター研修室

★年６回（偶数月）１３－１５時

★若年性認知症の方を介護しているご

家族やご本人が対象

〇近い開催日程と会場

６月９日（土）門司生涯学習センター

（門司区栄町３番７号）

★相談電話：０１２０－１４２－７８６

★受付時間：火～土曜１０－１５時

（年末年始、祝祭日はお休みします）

★面接相談も受け付けています。

★偶数月の第２土曜日１０－１１：５０

★若年性認知症介護家族交流会会場・他

★６５歳以前に認知症の症状と思われた

ご本人とご家族が対象

★年会費２，５００円（会報購読料含む）

病気の進行とともに悩みも変化します。

経済面も含む介護の知恵を学んだり、何

より、アドバイスしあえる仲間がいます。

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

★毎月第２水曜日１１－１５時

★会場：ドルフィン

（八幡西区折尾1-13-2）折尾駅北口すぐ

★参加費：２００円（飲み物・お菓子代）

★どなたでもどうぞ！

認知症の方の介護相談コーナーも有

・八幡西支部は不定期につどいを開催

・門司支部第１水１０－１２時

於：門司生涯学習センター

・小倉支部新規に活動準備中



『知ってる？認知症のこと』
ライフサイエンス研究所の本

絵本形式のこちらの本は、子どもさ

んにもわかりやすく「認知症」につ

いて学べる内容となっています。

認知症を知る「入門編」として手に

取りやすい一冊です。

栄養についての項目もあり、認知

症予防にも役立ちますよ。

小さな図書館コーナー
今月おすすめの一冊

新緑の季節！小倉北区では新たな地域の

居場所としてあちこちでサロンが立ち上が

っています。楽しみです！

地域の見守りや支えあいを強化する目的で、
各区に「地域支援コーディネーター」が配置さ
れています。お気軽に声を掛けて下さい。今月
は小倉北区担当の３人を紹介します。

【松岡】
毛利
もうり

仁
ひと

美
み

松
まつ

本来
もときたる

工藤
くどう

惠子
けいこ

「
人
は
必
ず
人
生
の
ど
こ
か
で
訳
ア
リ
に

な
る
」
と
い
う
の
は
家
族
の
介
護
を
し
、
自
ら

も
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
向
き
合
い
な
が
ら
仕

事
を
続
け
る
中
日
新
聞
記
者
の
三
浦
耕
喜
氏
。

「
見
逃
し
て
し
ま
い
そ
う
な
こ
と
を
し
っ
か

り
受
け
止
め
る
力
」
は
訳
ア
リ
に
な
る
こ
と
で

よ
り
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
も
の
に
な
る
。
「
共
感

力
」
が
人
を
励
ま
し
、
人
を
動
か
す
。
介
護
家

族
の
交
流
会
に
と
き
ど
き
伺
う
が
、
温
か
さ
の

根
っ
こ
は
や
は
り
「
共
感
力
」
。
経
験
を
「
涙

か
ら
力
に
変
え
る
伴
走
」
は
同
じ
痛
み
を
受
け

止
め
て
い
る
方
々
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
。（
な
）

いいとこ見つけた♪～①
「 ヨゼフカフェ」

スタッフと入居

者さんお手製の

和・ 洋のお菓子

はハイレベル。

★八幡西区鷹見台１－４－１７
★2 か月に一度開催(不定期)
★問合せ： 093-631-6311

今回はよもぎ餅 ～

これで参加費（ お茶代） が100 円！

専門の相談員による相談コーナーも

あります。地域の方が集い、ゆったり

過ごすくつろぎのカフェ。ぜひ一度お

出かけ下さい。 【 野澤】

2日間のイベントでお祝い！

(敬称略)

ギターコンサートと阿高保健福祉局長講演、

お茶を楽しみながらの意見交換で和やかに。

カ
フ
ェ
・
マ
ス
タ
ー
の
皆
さ
ん
、
い
つ
も
あ
り
が
と
う

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
♥

(̂ ♪̂

～


